
地層処分研究開発・評価委員会

資料10-3-3 （H22.3.24）

地層処分技術に関する研究開発の
進捗状進捗状況

③深地層の科学的研究
超深地層研究所計画（瑞浪）超深地層研究所計画（瑞浪）

平成２２年３月２４日平成２２年３月２４日
日本原子力研究開発機構
地層処分研究開発部門地層処分研究開発部門

超深地層研究所計画の展望

 結晶質岩サイトにおける処分地選定の段階に応じて必要となる体 結晶質岩サイトにおける処分地選定の段階に応じて必要となる体
系的な調査・解析・評価手法と関連する技術的ノウハウ（失敗事
例，成功事例など）の整備例，成功事例など）の整備

 結晶質岩サイトにおける地下施設の設計・施工に関わる技術的ノ
ウハウ（失敗事例，成功事例など）の整備ウ ウ（失敗事例，成功事例など）の整備

 幌延深地層研究計画での研究成果と組み合わせることにより，日
本の様々な地質環境に適用できる技術基盤（方法論）を整備

 日本のURL アジアのURLとしても活用 日本のURL，アジアのURLとしても活用
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現中期計画期間の意義・位置づけ

現中期計画における個別目標現中期計画における個別目標

 坑道掘削時の調査研究を進めつつ、地上からの調査技術やモデル
化手法の妥当性を評価し、NUMOによる精密調査や精密調査や国化手法の妥当性を評価し、NUMOによる精密調査や精密調査や国
による安全審査基本指針の策定などを支える技術基盤として整備

 実際の深地層の体験や調査研究内容の公開などを通じて、地層処
に 相 解 促進 場 活

 地上からの調査に係る技術基盤や坑道掘削に係る工学技術の整備・

分に関する国民との相互理解を促進する場として活用

 地上からの調査に係る技術基盤や坑道掘削に係る工学技術の整備・
高度化、それらに係る技術的知見やノウハウの獲得を、実際に地下坑
道を掘削することにより実践的に達成道を掘削することにより実践的に達成

 国民との相互理解促進への貢献を目的とした深度300m水平坑道を
設置
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現中期計画期間の成果とその重要性

坑道掘削に係る工学技術や掘削影響評価手法の適用性
や信頼性の確認と最適化や信頼性の確認と最適化

研究施設への見学者の受け入れ、サイエンスキャンプなど
の教育の場として活用

地上からの調査研究で構築した地質環境モデルの確認と地上からの調査研究で構築した地質環境モデルの確認と
地上からの調査技術やモデル化手法の妥当性の評価

精密調査における地上からの調査で必要となる技術基盤
の整備の整備
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現中期計画期間の成果とその重要性
研究坑道掘削工事の進捗とレイアウト研究坑道掘削工事の進捗とレイアウト

2003（平成15）年7月
地上部
立坑坑口掘削工事着工

グラウチングなどの工学技術の
立坑坑口掘削工事着工

適用性を確認しつつ安全に
掘削工事を実施

2009（平成21）年1月2009（平成21）年1月 2009（平成21）年3月2009（平成21）年3月

深度200深度300 予備ステ ジ貫通深度300 予備ステ ジ貫通
深度300m研究アクセス坑道深度300m研究アクセス坑道

深度200m
ボーリング横坑
（換気立坑）

予備ステージ
深度300mステージ

深度200m
ボーリング横坑
（主立坑）

深度300m予備ステージ貫通深度300m予備ステージ貫通

2009（平成21）年1月2009（平成21）年1月 2009（平成21）年10月2009（平成21）年10月

掘削完了掘削完了

（深度100mごと）

深度300m
研究アクセス坑道深度300m

ボーリング横坑
（換気立坑）

主立坑
深度459.6m換気立坑

深度459.8m

（換気立坑）

深度300mボーリング横坑（換気立坑）
掘削完了

深度300mボーリング横坑（換気立坑）
掘削完了 深度400m予備ステージ貫通深度400m予備ステージ貫通
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現中期計画期間の成果とその重要性
深度300mステージにおける調査計画（案）深度300mステ ジにおける調査計画（案）

0 300[m]

調査レイアウト
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深度300m水平断面



現中期計画期間の成果とその重要性
国民との相互理解の促進国民 相 解 促進

サマー・サイエンスキャンプ2009

コア観察実習

6
断層に関する実験

現中期計画期間の成果とその重要性
地上からの調査技術の妥当性評価の考え方（案）地上からの調査技術の妥当性評価の考え方（案）

個別目標と課題設定

第1段階

概念の構築

原因分析原因分析原因分析

調査計画の立案

原因分析原因分析原因分析

調査の実施

モデルの構築

調査計画
調査手法

第2段階データの
取得 モデルの構築

調査手法
モデル化手法

…へのフィードバック

取得

妥当性評価
妥当か？

地上からの調査・解析・
評価技術の構築

Yes

No

モデル構成要素ごと
に妥当性 価 評価技術の構築に妥当性を評価
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次期中期計画の意義・位置づけ

次期中期計画における個別目標

 坑道掘削時および掘削した坑道内での調査研究を進めながら 地 坑道掘削時および掘削した坑道内での調査研究を進めながら，地
質環境を調査する技術や深地層における工学技術の信頼性を確認

 NUMOによる精密調査や国による安全審査基本指針の策定などを NUMOによる精密調査や国による安全審査基本指針の策定などを
支える技術基盤を整備

 実際の深地層の体験を通じて、地層処分に関する国民との相互理
解を促進する場として活用

 地上からの調査に係る技術基盤や坑道掘削に係る工学技術の整備・
高度化、それらに係る技術的知見やノウハウの獲得を、実際に地下坑
道を掘削することにより実践的に達成道を掘削することにより実践的に達成

 国民との相互理解促進への貢献を目的とした研究坑道の積極的な

公開

8

公開

平成22年度実施計画の概要
経験・ノウハウの表出化経験 ノウ ウの表出化

経験・ノウハウをエキスパート
システムを活用して継承

Cincom社 Knowledge Builderを使用 9



平成22年度実施計画の概要
深度500mステージにおける調査計画（案）

10深度500m水平断面
300[m]0


